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大学に所属していると，大学や病院機能評価のため

に論文数は重要で，日々，医局員に発破をかけなけれ

ばなりません。もちろん論文を書いてもアクセプトさ

れなければ始まりませんので，その書き方が重要と

なってきます。昨年，金原出版から出版された『必ず

アクセプトされる医学英語論文 完全攻略 50 の鉄則』

（康永秀生著）は名著であり，論文を書く側にとって

も，またそれを査読する側にとっても，大変有益な内

容となっています。英語論文をこれから書こうという

諸氏には，是非本書を通読していただきたいと思いま

す。また，これより少し遅れて『なぜあなたは論文が

書けないのか？』（佐藤雅昭著）が他社から出版され

ました。その書名にもあるように，本書は論文が書け

ない理由を考えるところから始まっています。

本書を見て，医局員には論文を書けない（書かない）

理由があるのではと考え，メールでアンケート調査を

行ってみました。アンケート内容はごく簡単で，一つ

目の質問は「過去 3 年間に impact factor のついた雑

誌にアクセプトされたか？」（yes／no の 2 択），二つ目

の質問は，「Noであればなぜ書けなかったのか？」と

いうものです。二つ目の質問では，1) 書き方が分か

らない，2) 時間が無い，3) 書く意義が分からない，

4) その他（理由の自由記載）の 4択としました。結果

は，論文を書いていない人で，�書き方が分からない�

と答えた人はほとんどいないというものでした。つま

り，論文が書けない理由は，書き方を知らないだけで

はなかったようです。また，簡単なアンケート調査に

もかかわらず，論文を書いていない人は返信が明らか

に遅いことも分かりました。アンケート返信までに要

した時間は，論文を書いている人との間に統計学的有

意差を認めました。この要因に関しては，もう少し詳

細な検討が必要です。

ところで先般，国立がん研究センターから，がんと

診断された人が治療によってどの程度救えたかを示す

「5年相対生存率」が，全国のがん治療拠点病院別に初

めて公表されました。肺がんの最も高い 5年生存率が

68.9％だったのに対し，最も低いもので 2.3％，また

肝臓がんでも 71.6％から 15.8％と大きな開きがあり

ました。発表会見でも述べられていたように，患者背

景は病院によって様々であり，生存率が各病院の優劣

を示すものではありません。しかし，一律に数値が公

表されることで，これらが病院の実力と受け止められ

ることは否めません。このような情報公開の流れは，

整形外科の分野でも今後確実に進んで行くものと思わ

れます。

さて，今回の増大号の特集テーマは，井樋栄二先生

ご企画の「肩関節外科の進歩」です。全 25 本の増大号

企画で，今回は特例として特集論文のみで構成されて

います。内容は，腱板断裂に対する治療から外傷治療

まで多岐にわたります。現在，肩関節の手術治療の多

くは鏡視下手術に移行し，定型的な症例に対する手術

手技は確立し，その治療成績はかなり向上したと思い

ます。しかし一次修復不能な広範囲腱板断裂や骨欠損

のある前方脱臼などに対しては，その治療成績を向上

させるために様々な工夫が必要です。私も本特集号を

熟読し，きたる情報公開時代に備えたいと思います。

（石橋恭之）
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